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「広報あい こうか」がホームページでも
ご覧いただけます！

『広報あい こうか』の名称は市民憲章のそれ
ぞれの頭文字を並べてできる「あい こうか」
から名付けています。市民憲章とともに皆さ
んに親しまれる広報紙をめざします。

この広報誌は古紙パルプを配合しています。

世帯数 （－23）32，276

総　数 （－30）95，834 人

男 （＋  3）47，515 人

女 （－33）48，319 人

世帯

H21.2.28現在　※（　）内は前月比

編 集

後 記

このコーナーでは市内の

保育園、幼稚園、小中学校の

児童・生徒が描いた絵を順次

紹介していきます。

こうか

甲賀市の人口の推移

　水口曳山祭の取材では、それぞれの立場で祭への思
いを語っていただきました。
　その中で全員が同じようにお話されていたのが、世

代を越えてコミュニケーションが図れることが最大の魅力だとい
うこと。町のほぼ全員がはやしを演奏することができ、誰もがそ
の話題で盛り上がることができる。そんなジャンルは他にはない
のでは。
　小さな頃から当たり前のようにはやしを覚え、当たり前のよう
に伝えていく。そして何よりもすべての人がそれを楽しんでいる。
祭という地域に密着した伝統だからこそできる芸当、ここに市民
活動の原点を見たような気がしました。
　近年は、少子化による後継者の問題も深刻になりつつあるそう
ですが、地域のつながりと熱意できっと克服されることでしょう。
ち
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▲土山SAの甲賀物産市に登場した甲南町観光協会制作の
　新キャラ「にんじゃえもん」（関連記事は9ページ）
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伝
統
が
織
り
成
す

勇
壮
・
華
麗
な
世
界

　

市
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
曳
山

は
、
複
雑
な
木
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
基
本
構
造
は
同
じ
で

す
が
、
よ
く
見
る
と
そ
の
町
の
こ
だ
わ
り

が
あ
り
ま
す
。
精
巧
な
彫
刻
や
、
屋
台
の

後
方
に
掛
か
る
鮮
や
か
で
豪
華
な
「
見
送

り
幕
」
は
必
見
で
す
。

　

屋
上
に
は
、「
ダ
シ
」
と
呼
ば
れ
る
作

り
物
が
飾
ら
れ
ま
す
。
そ
の
町
の
伝
統
的

な
人
形
や
、
流
行
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
人
形
が
並
び
ま
す
。

　

曳
山
の
屋
台
に
は
、
若
衆
と
よ
ば
れ
る

若
者
や
子
ど
も
た
ち
が
乗
り
、
太
鼓
、
カ

ネ
・
笛
を
演
奏
し
、
巡
行
時
に
祭
を
盛
り

上
げ
ま
す
。

　

囃
子
も
各
町
に
よ
っ
て
微
妙
に
異
な
り

ま
す
。
ま
た
、
巡
行
時
、
そ
の
場
面
に
よ
っ

て
曲
調
が
変
わ
り
ま
す
。
囃
子
の
曲
調
が

変
わ
れ
ば
曳
山
の
動
き
に
注
目
で
す
。

　　

各
町
の
山
倉（
蔵
）か
ら
16
基
の
曳
山
が

お
目
見
え
し
、
囃
子
が
奏
で
ら
れ
ま
す
。

翌
日
の
例
大
祭
が
「
動
」
な
ら
こ
ち
ら
は

「
静
」。
町
中
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
響
く
囃
子

と
飾
り
つ
け
ら
れ
た
多
く
の
提
灯
で
、
町

に
は
幻
想
的
な
雰
囲
気
が
漂
い
ま
す
。

　

各
町
を
出
発
し
た
曳
山
が
水
口
神
社
境

内
に
続
く
松
並
木
に
並
び
ま
す
。
松
並
木

を
前
に
、
5
〜
7
基
の
曳
山
が
縦
に
並
ぶ

光
景
は
壮
観
で
す
。

　

囃
子
の
リ
ズ
ム
に
乗
り
、
水
口
神
社
へ

向
か
い
ま
す
。
数
ト
ン
は
あ
ろ
う
か
と
い

う
曳
山
を
、
棒
や
綱
を
使
い
巧
み
に
方
向

転
換
さ
せ
、
大
き
な
車
輪
を
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ

ウ
と
鳴
ら
し
な
が
ら
進
み
ま
す
。
間
近
で

見
る
と
も
の
凄
い
迫
力
で
す
。

　

夕
刻
、
曳
山
に
提
灯
が
灯
り
フ
ィ
ナ
ー

レ
が
近
付
い
て
き
た
こ
と
知
ら
せ
ま
す
。

提
灯
を
揺
ら
し
な
が
ら
曳
山
が
町
に
戻
る

帰
り
山
、
美
し
い
余
韻
の
中
、
祭
は
幕
を

閉
じ
よ
う
と
し
ま
す
が
、
実
は
熱
気
は
こ

の
時
が
最
高
潮
、
倉
に
入
る
最
後
の
瞬
間

ま
で
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　

水
口
神
社
に
伝
わ
る「
水
口
曳
山
祭
」。4
月
19
日
の「
宵
宮
祭
」で
は
、各
町
内
の
曳
山
に

飾
ら
れ
た
提
灯
が
灯
り
、宵
宮
囃
子
が
奏
で
ら
れ
ま
す
。20
日
の「
例
大
祭
」で
は
、高
さ
5

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
曳
山
が
街
中
を
巡
行
し
ま
す
。桜
が
舞
い
、囃
子
が
響
く
な
か
、勇
壮

に
曳
山
が
巡
行
す
る
光
景
は
甲
賀
の
春
を
代
表
す
る
風
景
の
一
つ
で
す
。

　

今
回
は
、間
も
な
く
訪
れ
る
春
の
風
物
詩
、水
口
曳
山
祭
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
こ
に
注
目
、

曳
山
祭
の
楽
し
み
方

祭
り
を
彩
る
主
役〜曳

山
〜

祭
り
を
彩
る
主
役

〜
水
口
囃
子
〜

囃
子
、曳
山
、観
衆
が
一
体

〜
曳
山
巡
行
〜

幻
想
的
な
町
を
演
出

〜
宵
宮
〜

美
し
く
激
し
い
フ
ィ
ナ
ー
レ

〜
帰
り
山
〜
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祭
を
盛
り
上
げ
る
担
い
手
の
皆
さ
ん
に

意
気
込
み
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

女
性
初
、「
前
で
こ
」を
担
当
す
る

山や
ま
だ田
智と

も
み美
さ
ん（
左
）・
杉す

ぎ
も
と本
由ゆ

い衣
さ
ん

　

今
年
、初
め
て
「
前
で
こ
」

（
曳
山
の
前
後
部
に
あ

る
舵
取
り
の
棒
を
操
る

巡
行
時
の
役
割
）
を
担
当

し
ま
す
。
大
役
を
任
さ

れ
、
ド
キ
ド
キ
し
ま
す

が
、
楽
し
み
な
が
ら
存
在
感

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
で
す
。

　

祭
は
し
て
い
る
人
、
見
て
い
る
人
が
一

体
と
な
っ
て
成
り
立
ち
ま
す
。
周
り
の

人
た
ち
の
声
援
に
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
す

の
で
、
ど
ん
ど
ん
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て
、

み
ん
な
で
祭
を
作
り
上
げ
た
い
で
す
。
だ

か
ら
、
や
っ
ぱ
り
見
て
く
れ
る
人
が
多
い

と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　

祭
は
世
代
や
性
別
を
越
え
て
み
ん
な
が

楽
し
む
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が

き
っ
か
け
に
な
っ
て
も
っ
と
い
ろ
ん
な
人

が
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
。

地
元
の
曳
山
巡
行
で
囃
子
を
奏
で
る
中
学
生

住す
み
と
も友
彩あ

や
か花
さ
ん（
左
）・
美み

さ
き咲
さ
ん
姉
妹

　

練
習
で
思
う
よ
う
に

太
鼓
が
叩
け
な
い
と
き

は
悔
し
い
け
ど
、
み
ん

な
が
一
緒
に
な
っ
て

声
を
出
し
、
ど
ん
ど
ん

盛
り
上
が
っ
て
い
く
と
こ
ろ
が
楽
し
い
で

す
。
町
に
は
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
も
い
ま

す
、
そ
の
子
た
ち
に
囃
子
を
伝
え
る
の
は

私
た
ち
の
役
目
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
も
っ
と
自
分
の
技
術
を
磨
い
て

い
き
た
い
で
す
。　

　

祭
は
、
町
の
集
大
成
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
み
ん
な
と
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張

れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。
私
た
ち
の

一
生
懸
命
練
習
し
た
成
果
を
見
て
も
ら
い

た
い
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
約
10
年
前
こ
の
町
に
越
し

て
き
て
祭
に
出
会
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
来

な
け
れ
ば
、
こ
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
町
に
き
て

良
か
っ
た
で
す
。

水
口
囃
子
や
曳
山
の
風
景
を
切
り
絵
で
製
作
す
る

中な
か
む
ら村
学ま

な
ぶさ
ん

　

今
ま
で
何
回
か
個

展
を
開
か
せ
て
も
ら

い
、
そ
の
た
び
に
感
想
を

い
た
だ
き
ま
す
。
自
分
の
絵

を
見
て
多
く
の
人
に
祭
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

個
展
の
お
話
が
あ
っ
た
と
き
、
断
っ
て

い
れ
ば
そ
れ
で
お
し
ま
い
で
し
た
。
き
っ

か
け
は
小
さ
く
て
も
、
一
歩
踏
み
出
せ
ば

結
果
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
よ
う
に
進
ん

で
い
き
ま
す
。
実
行
す
る
こ
と
は
大
切
な

こ
と
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

近
年
は
少
子
化
の
影
響
な
ど
、
祭
自
体

に
も
い
ろ
ん
な
課
題
も
あ
り
ま
す
。
守
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
も
あ
り

ま
す
が
、
新
し
い
部
分
も
取
り
入
れ
な
が

ら
誰
も
が
楽
し
め
る
祭
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

曳
山
祭
の
伝
承
、普
及
を
目
的
に
活
動
す
る

「
大
お
お
み
な
く
ち
す
く
ね

水
口
宿
禰
ッ
ト
」会
長　
　
　

 

廣ひ
ろ
せ瀬
悟さ

と
しさ
ん

　

祭
で
は
、
注
意
し
て

囃
子
の
音
を
聞
い
て

ほ
し
い
で
す
。
曳
山

の
場
面
に
よ
っ
て
囃
子
の
展

開
が
変
わ
り
ま
す
。
目
と
耳
で
祭
を
見
る

と
、
き
っ
と
今
ま
で
と
は
違
う
見
え
方
が

す
る
と
思
い
ま
す
。

　

曳
山
や
法
被
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
注
目
で

す
。
す
べ
て
が
違
う
デ
ザ
イ
ン
で
そ
の
町

の
特
色
が
出
て
い
て
お
も
し
ろ
い
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
す
べ
て
甲
賀
市
の
財
産
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
方
に
楽

し
ん
で
も
ら
い
、
参
加
で
き
る
よ
う
な
祭

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
私
た
ち
が
頑
張
っ
て
、
伝
承
は
も
ち

ろ
ん
、
い
ろ
ん
な
方
に
魅
力
を
知
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
と

盛
り
上
げ
よ
う
！

み
ん
な
で
祭
を
楽
し
も
う

練
習
の
成
果
を
大
舞
台
で
発
揮

切
り
絵
で
祭
に
興
味
を
持
つ
人
が
い
れ
ば

多
く
の
人
に
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い

日時／4月17日（金） 午前10時～受付
場所／古城山山頂阿迦の宮神社
内容／式典・護摩供養（雨天決行）

宵宮祭
日時／4月19日（日） 午後  7時ごろ～お茶席
例大祭
日時／4月20日（月） 午前10時ごろ～曳山巡行
 午後  2時ごろ～神輿渡行
場所／水口神社ほか

阿迦の宮祭

水口曳山祭

水口町観光協会　☎ 65-0708　  63-4087問い合わせ

水
口
春
の
例
祭

▼昨年の様子

2009.4.13



　市では、総合計画に掲げる将来像「人　自然　輝きつづける　あい甲賀」の実現に向け、
常に変化する行政ニーズや重要施策に取り組むため、行財政改革を進めながら、市役所の
体制整備を進めています。
　これまでにも、「質の高い行政サービス」と市財政の健全化を図るため、組織の見直しを
進めながら、職員数を削減し、歳出の中で大きな割合を占める人件費を削減するなど、一
定の成果を生み出してきました。
　今後、さらに市民の皆さんに満足いただける市役所をめざし、4月1日から次のとおり
組織の見直しを行います。（改編部分だけを掲載しています。）

市の組織を
再編

　

国
際
陶
芸
産

業
都
市
特
区（
県

版
経
済
振
興
特

区
）
を
さ
ら
に

推
進
す
る
た
め
、

商
工
観
光
課
内

の
特
区
推
進
室

を
部
内
室
と
し

て
機
能
を
強
化

し
ま
す
。

　

希
望
ケ
丘
地
域
の
上
下
水
道
施
設
の

移
管
に
関
し
、
平
成
21
年
度
も
移
管
業

務
へ
の
対
応
が
必
要
な
こ
と
か
ら
施
設

移
管
調
整
室
を
設
置
し
ま
す
。

　

教
育
基
本
法
や
関
連
法
令
の
改
正
に

対
応
し
、
効
率
で
効
果
的
な
組
織
づ
く

り
を
め
ざ
し
、
市
教
育
振
興
基
本
計
画

を
確
実
に
推
進
す
る
た
め
に
、
教
育
委

員
会
事
務
局
の
組
織
を
再
編
し
ま
す
。

　

発
達
障
が
い
な
ど
の
障

が
い
に
対
す
る
相
談
窓
口

を
明
確
に
し
、
専
門
的
な

人
材
の
確
保
、
乳
児
期
か

ら
学
齢
期
、
さ
ら
に
就
労

を
含
む
成
人
期
に
至
る
ま

で
、
一
貫
し
て
支
援
す
る

た
め
、
発
達
支
援
室
を
設

置
し
ま
す
。

行政ニーズ、重要施策に
　取り組むため組織を見直し

発達支援室 発達支援係

商工観光課 商工観光担当

労政担当

特区推進室 特区推進係

施設移管調整室

施設移管調整係

学校教育課 指導教職員係
こども教育支援係
学 務 係
保健給食係

社会教育課 生涯学習係
人権教育担当
青少年育成係

文化スポーツ振興課 文化振興係
スポーツ振興係

教育総務課 総務企画係
教育施設係
学校管理係

こども未来課 管 理 係
指導振興係

家庭教育振興係

地
域
の
特
性
を
活
か
す

新
し
い
産
業
の
創
出
、振
興

（
産
業
経
済
部
）

発
達
支
援
の
相
談
窓
口
の

明
確
化

（
健
康
福
祉
部
）

上
下
水
道
施
設
の
移
管
調
整

（
上
下
水
道
部
）

教
育
振
興
の
基
盤
を
確
立

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

●
組
織
機
構
改
革
の
主
な
内
容

　

定
額
給
付
金
を
適
切
に
給
付
す
る
た

め
、
定
額
給
付
金
推
進
室
を
設
置
し
ま
す
。

定
額
給
付
金
事
務
の

迅
速
な
執
行

（
総
務
部
）

定額給付金推進室

定額給付金推進係
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組織について 行政改革推進室　行政改革推進係 　☎ 65‐0671　  63‐4554
支所の業務について 土山支所 ☎ 66‐1101　  66‐1564 甲南支所 ☎ 86‐8010　  86‐8031
 甲賀支所 ☎ 88‐4101　  88‐3104 信楽支所 ☎ 82‐8061　  82‐0165

問い合わせ

　市民の皆さんの声を市政に届けていただくためのひと
つに「市長への手紙」があります。
　平成17年度から平成19年度までの3年間に約500通を
届けていただき、本年度も2月末までに約160通のお手紙
が寄せられています。
　市長への手紙では、あらゆる分野で市政へのご意見や
ご提言などが寄せられていますが、なかには、見ず知らず
の方に助けていただいたときのお話や差し伸べられる善
意への感謝の気持ちを綴られたお手紙などもお寄せいた
だいています。
　今回は、そうした心温まるお手紙をご紹介させていた
だきます。（要約）

●土山町　80代女性
　昨年暮れ、JR貴生川駅で京都行の電車に乗り込んだと
き、右足が滑り、打つ伏せにこけました。立とうとすると
左足からひどく血が流れ、女性の方2人が「止血せんとあ
かん」と言って、ハンカチで足を押さえてくださり、男性
の方が「早く車掌を呼べ、救急車を早く」と対応してくだ
さいました。病院では、10針余り縫いました。私の不注意
で迷惑をかけましたが、助けていただき、本当に喜んでい
ます。

　今の世の中、暗く悲しいニュースが多い中、こんな年寄
りに優しく親切にしていただいた多くの方々にお礼を申
し上げたくて書かせていただきました。
●甲南町　70代女性　
　ここを終

つい

の住家と決め22年。主人は病院へ通い、私も
介護の生活をしていましたが、不覚にも足の骨を折って
しまいました。　
　自動車を持たない私に手を差し伸べてくださる温かい
心の持ち主の方がいらっしゃいます。持つべきはお友達、
ありがたくかみしめています。病院への送り迎えをして
くださり、車イスの私をお風呂に連れて行ってくださる
のです。また、ある人はお惣菜を運んでくださり、ある人
は「パンはあるか？くだものは？今日はバラ寿司作った
から」と運んでくださいます。ここはまだまだ人情のある
まち、いいお友達に恵まれてうれしいです。若い人は、お
ばあちゃん買い物あったら帰りに買ってくるからと。こ
んなときこそ、人の心の温かさが分かります。皆さんあり
がとう。

　こうしたお手紙に中嶋市長から心癒される思いや助け
合い支え合える人間味溢れるまちであることの喜びをお
手紙に綴り、返信をさせていただいています。

皆さんからお寄せいただいた声
市長への手紙

心温まるお手紙が寄せられています

　

４
つ
の
支
所
で
も
業
務
を
見
直

し
ま
す
。
各
支
所
で
は
、
市
民
・

総
務
の
２
担
当
と
し
、
生
活
に
密

着
し
た
各
証
明
書
の
発
行
や
申
請

手
続
き
の
受
付
業
務
の
ほ
か
、
観

光
協
会
な
ど
各
地
域
特
有
の
事
務

を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
道

路
等
の
維
持
管
理
業
務
や
産
業
振

興
な
ど
の
業
務
は
本
庁
に
移
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
各
支

所
が
管
内
で
処
理
す
る
様
々
な
業

務
を
本
庁
が
一
括
し
て
最
少
人
員

で
無
駄
な
く
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

　

ご
要
望
や
ご
相
談
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
支
所
窓
口
で
お
受
け
し
、

支
所
機
能
の
見
直
し
が
サ
ー
ビ
ス

低
下
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
組

織
全
体
の
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

■従来どおり支所で行う業務（主なもの）

●市民窓口業務　●保険、年金業務　●福祉に関する届出、
申請受付　●区、自治会、市民活動の支援　●消防、防災業務
●公金収納業務　●人権、同和対策業務　●生産調整関係、
緑の少年団事務などの農林業関係業務　●観光イベント、観
光協会事務などの観光振興業務　●公共施設の使用予約
●地域特産品などの振興業務　●保育園、幼稚園の入園申請
受付　●小中学校の転入転出届の受付　●農林業に関する
補助金申請受付

■取り扱いが支所から本庁へ移る業務（主なもの）

■市民担当
 　従来の市民担当及び保険福祉担当を所管

■総務担当
 従来の総務環境担当、人権担当及び地域
振興担当の一部を所管

地域窓口課 市民担当

総務担当

窓
口
や
地
域
特
有
の

事
務
を
集
約（
支
所
）

●福祉バスの使用許可　●担い手育成、有害鳥獣対策などの農林
業・商工業関係業務　●農道、林道の維持管理　●消費者行政業
務　●農地法に関する相談　●不法投棄、公害などに関する現地
調査　●農林業、商工業の振興関係業務　●道路、橋りょうの維
持管理　●中山間地域関連（山村振興事業等）業務　●市営住宅
の入居、退居の受付、入居者の募集　●企業内同和業務　●就労
相談業務　●公園緑地の維持管理、使用許可
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■
給
付
の
対
象
と
な
る
方

　

平
成
21
年
2
月
1
日
現
在
に
甲
賀

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
、
ま
た

は
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
（
在
留
資
格
の
状
況
に
よ
り

支
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
申
請
す
る
方
、
受
給
す
る
方

　

給
付
対
象
者
の
属
す
る
世
帯
の

世
帯
主
（
外
国
人
に
つ
い
て
は
、

各
給
付
対
象
者
）
が
申
請
し
受
給

し
ま
す
。

■
給
付
額

　

給
付
対
象
者
1
人
に
つ
き
１
２
，

0
0
0
円
、
た
だ
し
、
基
準
日
に
お

い
て
65
歳
以
上
の
人
（
昭
和
19
年
2

月
2
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
及
び

18
歳
以
下
の
人
（
平
成
2
年
2
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
）
は
、
1
人

に
つ
き
２
0
，
0
0
0
円

■
申
請
及
び
給
付
方
法

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
、

申
請
、
受
給
し
ま
す
。
各
世
帯
主
及

び
外
国
人
給
付
対
象
者
に
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
必
要
事
項
を
記
入

の
上
提
出
く
だ
さ
い
。

①
郵
送
申
請
方
式

申
請
書
に
振
込
口
座
等
を
記
入
し
、

本
人
確
認
書
類
、
銀
行
口
座
確
認
書

類
と
と
も
に
返
信
用
封
筒
に
て
郵

送
　
　
　
　

←

口
座
振
込
に
よ
り
受
給

②
窓
口
申
請
方
式

申
請
書
に
振
込
口
座
等
を
記
入
し
、

窓
口
に
提
出
、
必
要
事
項
を
確
認

　
　
　
　

←

口
座
振
込
に
よ
り
受
給

■
①
②
に
よ
り
が
た
い
事
由
の
あ
る
場
合

③
窓
口
現
金
受
領
方
式

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
窓

口
に
提
出
、
必
要
事
項
を
確
認

　
　
　
　

←

後
日
申
請
者
に
交
付
決
定
通
知
を
郵
送

　
　
　
　

←

交
付
決
定
通
知
を
窓
口
に
持
参
し
受
給

※
申
請
受
付
後
、
約
２
〜
３
週
間
で

給
付
し
ま
す
。

■
申
請
書
の
送
付
時
期

　

4
月
9
日
（
木
）
〜
14
日
（
火
）

（
郵
便
事
情
に
よ
り
前
後
す
る
事
が
あ

り
ま
す
。）

■
申
請
書
受
付
期
間

　

4
月
15
日
（
水
）
か
ら
6
か
月
間

※
窓
口
申
請
受
付
は
水
口
庁
舎
及
び

各
支
所
で
行
い
ま
す
が
、
日
時
、

開
設
場
所
に
つ
い
て
は
申
請
書
送

付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

定
額
給
付
金
を
給
付
し
ま
す

　

定
額
給
付
金
は
、
景
気
が
後
退
す
る
中
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
生
活

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
各
世
帯
に
広
く
給
付
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
給
付
す
る
も
の
で
す
。

　定額給付金の給付をよそおった犯罪の発生が懸念され
ます。給付に関して、次のことにご注意ください。

●市役所や総務省などがATM（銀行・コンビニなどの現金自
動預払機）の操作をお願いすることは絶対にありません。

●ATMを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもら
うことは、絶対にできません。

●市役所や総務省などが、「定額給付金」の給付のために、手
数料などの振り込みを求めることは、絶対にありません。

●定額給付金の受付が始まるまでは、市役
所や総務省などが市民の皆さんの世帯
構成や銀行口座番号などの個人情報を
照会することは、絶対にありません。

　ご自宅や職場などに市役所や総務省（の職員）などをか
たった電話がかかってきたら、迷わず最寄りの警察署また
は警察相談電話（＃9110）や市役所生活環境課消費生活
相談窓口（☎65‐0685）にご連絡ください。

定額給付金にからむ
「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください。

定
額
給
付
金
推
進
室

☎
6
2
-1
9
5
5 

 

6
2
-2
6
1
0

※
電
話
の
使
用
は
4
月
2
日
か
ら
と
な
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

定額給付金・子育て応  援特別手当のお知らせ
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問い合わせ
選挙管理委員会事務局　☎ 65‐0667   63‐4554

選挙の期日（投票日）　平成21年10月18日（日）

 選挙の告示日　   平成21年10月11日（日）

平成21年10月31日任期満了の
甲賀市議会議員一般選挙の期日が決まりました。

4
月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人
）

の
子
が
2
人
以
上
お
ら
れ
る
方

③
②
に
該
当
す
る
方
の
中
で
、
3
歳

か
ら
5
歳
以
下
（
平
成
14
年
4
月

2
日
か
ら
平
成
17
年
4
月
1
日
の

間
に
生
ま
れ
た
人
）
で
第
二
子
以

降
の
子

■
申
請
す
る
方
、
受
給
す
る
方

　

支
給
対
象
者
の
属
す
る
世
帯
の

世
帯
主
（
外
国
人
に
つ
い
て
は
、

各
給
付
対
象
者
）
が
申
請
し
受
給

し
ま
す
。

■
支
給
額

　

支
給
対
象
児
童
1
人
に
つ
き
３
６
，

0
0
0
円

■
申
請
及
び
支
給
方
法

　

各
世
帯
主
及
び
外
国
人
支
給
対
象

者
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
申
請
、

支
給
の
方
法
は
定
額
給
付
金
と
同
様

で
す
。

　

申
請
受
付
後
、
約
2
〜
3
週
間
で

支
給
し
ま
す
。

※
定
額
給
付
金
と
は
別
に
対
象
世
帯

に
個
別
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

子
育
て
応
援
特
別
手
当
を
支
給
し
ま
す

　

子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
、
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
、
多
子
世
帯
の

子
育
て
負
担
に
対
す
る
配
慮
と
し
て
、
手
当
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

■
支
給
の
対
象
と
な
る
方

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

①
平
成
21
年
2
月
1
日
現
在
に
甲
賀

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
、
ま

た
は
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
（
在
留
資
格
の
状
況

に
よ
り
支
給
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
）

②
世
帯
に
3
歳
か
ら
18
歳
以
下
（
平

成
2
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
17
年

■
申
請
書
の
送
付
時
期

　

4
月
9
日
（
木
）
〜
14
日
（
火
）

　
（
郵
便
事
情
に
よ
り
前
後
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。）

■
申
請
書
受
付
期
間

　

4
月
15
日
（
水
）
か
ら
6
か
月
間

※
窓
口
申
請
受
付
は
水
口
庁
舎
及
び
各
支

所
で
行
い
ま
す
が
、
日
時
、
開
設
場
所

に
つ
い
て
は
申
請
書
送
付
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

社
会
福
祉
課　

児
童
家
庭
支
援
担
当

☎
6
5
-0
7
0
5　

 

6
3
-4
0
8
5

問
い
合
わ
せ

世帯主

世帯主
世帯にいる子ども

手当の対象になる子ども

手当の対象になる子ども

3歳から18歳以下
の子ども

3歳から18歳以下
の子ども

3歳から5歳以下
の子ども

世帯にいる子ども

2人目 3人目

1人目 2人目

4人目

3人目

1人目

Ａ
さ
ん
世
帯

Ｂ
さ
ん
世
帯

Ａ
さ
ん

Ｂ
さ
ん

3歳から5歳以下
の子ども

※第二子以降が対象となるため、この場合の対象者は1人です。

例

定額給付金・子育て応  援特別手当のお知らせ

甲賀市議会議員一般選挙期日決まる

2009.4.17



土山にこにこ園
【土山保育園・土山幼稚園（新）】
▶現在の保育園で幼稚園児を受け入れます。
大原にこにこ園
【甲賀東保育園・大原幼稚園（甲賀東保育園内に移転）】
▶幼稚園を現在の保育園に移転し、同じ施設で一体的に運
営します。
油日にこにこ園
【甲賀西保育園南分園・油日幼稚園】
▶ 同じ敷地内にある保育園と幼稚園を一体的に運営
します。

信楽にこにこ園
【信楽保育園・信楽幼稚園（新）】　
▶現在の保育園で幼稚園児を受け入れます。

　幼保一元化の実施により、今までの幼稚園の未設置
地域でも幼稚園児の受け入れが可能になりました。　
　また、幼稚園・保育園を同じ施設で一体的に運営する
ことにより、教育・保育環境の充実を図り、幼稚園児と
保育園児が同じ保育室ですごすことで、互いに影響を
受けあい、友だち関係を広げられるよう就学前教育を
充実させていきます。

※延長保育料は延長保育を利用時に、直接保育園に納め
ていただきます。

※延長保育を利用していただくには、通園されている園
で事前に申請をしていただく必要があります。

詳しくは、実施保育園にお問い合わせください。

水口北保育園 ☎62‐1085  63‐8617

柏 木 保 育 園 ☎/  62‐2770

土 山 保 育 園 ☎/  66‐0165

甲賀西保育園 ☎88‐2242  88‐2248

甲南のぞみ保育園 ☎86‐0878  86‐0740

こうなん保育園 ☎86‐0050  86‐8088

明 照 保 育 園 ☎82‐1053  82‐3953

保育園延長保育に関する

　4月から延長保育にかかる費用をいただくことにな
りました。詳しい内容は、次のとおりです。

延長保育時間 午後6時30分～午後7時
延長保育料 200円（児童1人につき1回当たり）

●実施保育園●

　

4
月
か
ら
市
立
幼
稚
園
で
は
、保
護
者
が

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、降
園
時
間（
午

後
1
時
30
分
）に
不
在
と
な
る
場
合
、預
か
り

保
育
を
行
い
ま
す
。

利
用
で
き
る
事
由

○
園
児
の
姉
・
兄
の
学
校
等
の
参
観
に
よ
り

不
在
の
と
き

○
園
児
の
妹
・
弟
の
乳
幼
児
健
診
等
に
よ
り

不
在
の
と
き

○
そ
の
他
保
護
者
の
緊
急
等
や
む
を
得
な
い

事
情（
保
護
者
の
急
な
傷
病
や
災
害
、交
通

事
故
等
に
よ
る
渋
滞
等
）に
よ
り
不
在
の

と
き

料
金

　

1
時
間
1
5
0
円（
最
長
午
後
4
時
30
分
ま

で
）

申
込
方
法

　

各
園
に
あ
る
申
込
書
に
、利
用
希
望
の
7

日
前
ま
で
に
理
由
の
わ
か
る
書
類
を
添
付
の

上
各
園
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
緊
急
の

場
合
は
、園
に
連
絡
を
入
れ
て
許
可
を
得
て

く
だ
さ
い
。）

～にこにこ園（幼保一元化園）をよろしくお願いします～

問い合わせ こども未来課　管理係　☎ 86-8179　  86-8380

　今年度から幼保一元化がスタートしました。園の通称をそれぞれ
「土山にこにこ園」「大原にこにこ園」「油日にこにこ園」「信楽にこ
にこ園」とし、『にっこり笑顔の こうかの子 にじでつなぐよ こど
もたち』を合言葉に、より一貫した保育・教育を展開していきます。

にっこり笑顔の  こうかの子
　にじでつなぐよ  こどもたち

お 知 ら せ市
立
幼
稚
園
で
預
か
り
保
育
を
開
始
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近
畿
地
方
を
主
会
場
と
す
る
ク
ラ
ッ
シ

ッ
ク
カ
ー
レ
ー
ス「
ラ 

フ
ェ
ス
タ 

プ
リ
マ

ベ
ラ
2
0
0
9
」が
4
月
19
日（
日
）〜
22
日

（
水
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
阪
・
梅
田
を
ス
タ
ー
ト
し
、伊
勢
神
宮
、

鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
等
を
経
由
し
て
ゴ
ー
ル

の
大
阪
城
ま
で
全
長
8
5
0
㎞
を
走
破
し

ま
す
。

　

レ
ー
ス
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形
式
で
行

わ
れ
、約
70
台
の
旧
車
・
名
車
が
参
加
す
る

ほ
か
、堺さ
か
い
ま
さ
あ
き

正
章
さ
ん
や
東と
う
ぎ儀
秀ひ
で
き樹
さ
ん
ら
著

名
人
も
参
加
し
ま
す
。

　

市
内
の
新
名
神
高
速
道
路
や
一
般
道
路

も
コ
ー
ス
の
一
部
と
な
っ
て
お
り
、市
内
2

か
所
に
ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト
が
設
け
ら
れ

ま
す
。会
場
や
沿
道

で
の
温
か
い
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

甲
賀
市
通
過
予
定
日

　

4
月
19
日（
日
）

ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト

通
過
予
定
時
刻

①
信
楽
陶
芸
の
森

　
（
午
後
1
時
35
分
〜

2
時
35
分
）

②
鹿
深
夢
の
森

　
（
午
後
2
時
20
分

〜
3
時
20
分
）

運
営
事
務
局（
㈱
フ
ォ
ル
ツ
ァ
内
）

☎
0
3
-5
7
0
7
-7
0
4
1

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
担
当

☎
6
5
-0
7
0
8　

 

6
3
-4
5
5
4

問
い
合
わ
せ

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
カ
ー
が
甲
賀
市
に
や
っ
て
く
る
！

　3月20日、市内3つ目となる新名神高速道路甲南インターチェンジ
が開通を迎えました。
　開通日には、甲南料金所周辺で開通セレモニーが行われ、開通を祝
い、午後3時の開通には、早速新しいインターチェンジを利用しようと
車が並び、先着3台の車の方には利用認定書と記念品が贈られました。
　また、土山サービスエリアでも開通を祝うイベントが行われ、物産
市には多くの人が集まり特産品を買い求めました。

　新名神高速道路が開
通して1年1か月あまり
が経ちます。予想を大き
く上回る利用があり、着
実に新名神効果が出て
きている今、市内のイン
ターチェンジが揃い、さ
らなる効果が期待され
ます。

さらなる効果に期待

甲南インターチェンジ開通

▲式典で挨拶を述
　べる中嶋市長

▲開通を祝うイルミネーション（JR甲南駅）

▼早速多くの利用があった甲南IC

▲
土山SAの開通
　記念物産市

スタンプポイント

陶芸の森

スタンプポイント

鹿深夢の森

きぶかわ

こうなん

てらしょう

こうか

あぶらひ

しがらき

新名神高速道路

422

307

1

信楽ＩＣ 甲賀土山ＩＣ

甲南ＩＣ

※レース車両の通過時間には交通量や観覧客の増加が予想されますので、
交通安全等十分にご注意ください。

「
ラ 

フ
ェ
ス
タ

　

プ
リ
マ
ベ
ラ
2
0
0
9
」

コース

2009.4.19



　甲賀市の死亡原因の約4分の1を占めているのが
「がん」です。特に「男性の肺がん（県内2位）」「女性の
子宮がん（県内1位）」が多い状況です。※厚生労働省研
究班の推計によれば、生涯のうちがんにかかる可能性
は男性の2人に1人、女性の3人に1人であると推測さ
れています。しかし、がんの研究や治療は進歩してお
り、今では早期に見つかると治る率が上がってきてい
ます。そこで大切になってくるのが、早期発見・早期治
療をするための「定期的ながん検診」です。
　今まで受けていない方は、ぜひ受診ください。

●検診は、自覚症状がない方が対象
　過去の検診で所見があり病院で経過観察されてい
る方、現在自覚症状がある方は、市の検診ではなく医
療機関での受診をおすすめします。
●がん検診を受けた後…
　検診後約1か月で検診結果をお知らせします。結果

が「精密検査が必要」となった場合は、「がんを含む疾
患の疑いがある」という判断です。検診は精密検査ま
で受けて終了となります。精密検査の結果が出た場合
は必ず医療機関を受診しましょう。

　

平
成
20
年
度
か
ら
40
歳
か
ら
74
歳
の
方
を
対
象
と
し
た「
特

定
健
診
制
度
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」に
着
目
し
た
健

診
で
す
。1
年
に
1
回
健
診
を
受
け
て
、か
ら
だ
の
変
化
や
異

常
に
気
付
き
ま
し
ょ
う
。

　

健
診
は
、加
入
し
て
お
ら
れ
る
医
療
保
険
で
実
施
さ
れ
ま

す
。甲
賀
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方
は
、左
記
の
と
お
り

受
診
券
を
発
送
し
ま
す
。受
診
券
が
届
き
ま
し
た
ら
、健
診
を

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、健
診
の
日
程
等
詳
し
く
は
、受
診
券
と
同
封
し
ま
す

通
知
文
書
も
し
く
は
、健
診
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

注意① 年齢は平成22年3月31日現在です。
注意②  平成21年度75歳に到達される方のうち、昭和9年10月1日から昭和10年

3月31日生まれの方は、「特定健診」の受診券を上記日程で送付します。
注意③  注意②以外の75歳以上で甲賀市在住の後期高齢者医療保険に加入の方

についても、 「健康診査」の受診券が上記日程で送付されます。 

「健診（検診）カレンダー」や
「市ホームページ」で日程や場所
を確認し、定期的に検診を受けましょう

年　齢 生まれ月 送付月 健診形態

40歳以上
64歳以下 すべて 5月中旬

集団健診
（健診日程の案内を送
付します。）

65歳以上
74歳以下

10月・11月 6月下旬
医療機関での個別健診
（受診できる医療機関
は、個人通知の際にお
知らせします。）

12月・1月 7月下旬
2月・3月 8月下旬
4月・5月 9月下旬
6月・7月 10月下旬
8月・9月 11月下旬

問い合わせ 保険年金課 国保年金係 ☎ 65-0745  63-4618

早 期 発 見 で 早 期 治 療
～4月から今年度のがん検診受付が始まります～

国民健康保険（40歳以上74歳以下）にご加入の方の受診券送付時期 「
特
定
健
診
」を
受
け
ま
し
ょ
う

※（年齢調整死亡率1996～2005年滋賀県
衛生科学センター　死亡統計より） 自覚症状がない

人が対象です

胃がん  40歳以上
検査内容：胃X線撮影
バリウムと発泡剤を事前に飲み、胃の粘膜などの状態を
調べます。

肺がん  40歳以上
検査内容：胸部X線撮影＋喀痰細胞診
喀痰細胞診は、肺がんリスクの高い人に行います。
大腸がん  40歳以上

検査内容：便潜血検査（2日法）
薬品を使って便中の肉眼では分かりにくい血液を検出
し、消化管からの出血を調べます。

乳がん  40歳以上の女性
検査内容：視触診＋マンモグラフィ（乳房X線撮影）
マンモグラフィを併用することで視触診だけでは見つ
けにくいしこりを発見できます。
子宮がん  20歳以上の女性

検査内容：内診＋細胞診
子宮頸部を綿棒でこすり、採れた細胞粘膜を調べます。
前立腺がん  50・55・60・65・70歳の男性

検査内容：血液検査（PSA検査）

問い合わせ
保健介護課  健康支援担当 ☎ 65-0703　  63-4085 水口保健センター ☎ 62-5336　  63-4085
土山保健センター ☎ 66-1105　  66-1564 甲賀保健センター ☎ 88-6556　  88-6557
甲南保健センター ☎ 86-5934　  86-5934 信楽保健センター ☎ 82-3113　  82-3138

がん検診は加入している

医療保険に関係なく、

甲賀市に住民登録の

ある方が受診できます。
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妊
娠
中
は
、普
段
よ
り
い
っ
そ
う
健
康
に
気

を
つ
け
、定
期
的
に
医
療
機
関
等
で
健
診
を
受

け
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
か
ら
妊
婦
の
方
の
健
康

診
査
に
か
か
る
費
用
を
一
部
負
担
し
て
き
ま

し
た
が
、今
年
度
よ
り
一
定
の
費
用
の
公
費
負

担
を
拡
大
し
ま
す
。

　

対
象
の
方
に
は
受
診
票
を
追
加
交
付
し
ま

す
の
で
左
記
に
よ
り
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
方　

市
内
に
住
民
登
録
を
さ

れ
て
お
り
、現
在
妊
娠
中
で
、4
月
以
降
に

妊
婦
健
康
診
査
の
受
診
予
定
の
あ
る
方

●
交
付
期
間　

4
月
1
日（
水
）〜
5
月
29
日

（
金
）午
前
9
時
〜
午
後
4
時

●
交
付
場
所

　

水
口
保
健
セ
ン
タ
ー（
月
・
水
・
金
）

　

土
山
保
健
セ
ン
タ
ー（
金
）

　

甲
賀
保
健
セ
ン
タ
ー（
火
・
木
）

　

甲
南
保
健
セ
ン
タ
ー（
月
・
火
・
水
）

　

信
楽
保
健
セ
ン
タ
ー（
木
）

※
平
成
20
年
度
に
市
内
の
保
健
セ
ン
タ
ー
に

妊
娠
届
を
さ
れ
、出
産
予
定
日
が
平
成
21
年

4
月
1
日
以
降
の
方
に
は
、個
別
で
通
知
を

し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、保
健

介
護
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
介
護
課　

健
康
支
援
担
当

☎
6
5
-0
7
0
3　

 

6
3
-4
0
8
5

問
い
合
わ
せ

妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担
を
拡
大

① 住居表示を実施しているところにアパ
ート等がある場合（水口町の一部）
・お住まいの場所
　　甲賀市水口町秋葉1番1号
　　○△アパート　101号
・これまでの住所の表示
　　甲賀市水口町秋葉1番1号
・これからの住所の表示
　　甲賀市水口町秋葉1番1-101号
② 住居表示を実施していないところにア
パート等がある場合
・お住まいの場所
　　甲賀市甲南町野田810番地1
　　○△アパート　201号
・これまでの住所の表示　
　　甲賀市甲南町野田810番地1
・これからの住所の表示
　　甲賀市甲南町野田810番地1-201号

新しく転入・転居される場合
・ アパート等が新住所となる場合は、部
屋番号を住所の一部として表示しま
す。
すでにお住まいの場合
・変更はありません。
※ 住民票の住所に部屋番号を表示するこ
とを希望される場合は、世帯主の方
からお申し出ください。（申出用紙は、
窓口に備え付けています。）

　詳しくは市民課、各支所地域窓口課に
お問い合わせください。

市民課　戸籍住民担当
☎ 65-0683　  65-6338

問い合わせ

表示の例

取り扱い

　4月1日から、アパート等の部屋番号を、
住所の一部として住民票に表示します。
　これは、近年アパート等の集合住宅が増
加してきていることから、部屋番号を含め
ることによって、住所をより分かりやすく
表示するものです。
　取り扱いは下記の通りです。住民票は市
民である皆さんの居住関係を証明するも
のです。ご理解をよろしくお願いします。

「部屋番号」を
住所の一部として
住民票に表示します

　　　　　　　保健介護課　健康支援担当
☎ 65-0703　  63-4085
問い合わせ

平成21年度 健康診査の
受診料が決まりました

※ 各世帯に配布しています「健診（検診）カレンダー」掲載の
健康診査（検診）受診料も上記の金額になります。

種類 受診料
胃 が ん 検 診 900円

子宮がん検診
　（集団）　

1,000円

子宮がん検診
　（個別）　

1,700円

乳 が ん 検 診 1,500円
肺 が ん 検 診 200円
喀 痰 細 胞 診 500円

種類 受診料
大腸がん検診 500円
前立腺がん検診 1,000円

基 本 健 診
（39歳以下）

1,000円

骨粗鬆症検診 500円

肝炎ウイルス
　 検 診 　

1,000円

歯周疾患検診 500円
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感謝と希望を胸に

～市内小中学校で卒業式～

内
の
小
中
学
校
で
卒
業
式
が
行
わ

れ
、
小
学
校
で
は
９
９
５
名
の
児

童
が
、
中
学
校
で
は
９
４
８
名
の
生
徒
が

友
達
と
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
学
び
舎
を

巣
立
ち
ま
し
た
。
甲
南
中
学
校
の
卒
業
式

に
は
中
嶋
市
長
が
出
席
、
旅
立
ち
を
祝
い

ま
し
た
。

　

慣
れ
親
し
ん
だ
友
達
や
学
校
と
別
れ
る

の
は
寂
し
い
こ
と
で
す
が
、
卒
業
生
の
皆

さ
ん
に
は
、
新
し
い
世
界
で
輝
か
し
い
未

来
が
待
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
過
ご
し
て

き
た
学
校
生
活
で
得
た
大
切
な
も
の
を
活

か
し
、
こ
れ
か
ら
光
り
輝
く
未
来
に
向
け

て
、
努
力
を
積
み
重
ね
羽
ば
た
い
て
い
っ

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

市

〜
び
わ
こ
京
阪
奈
線（
仮
称
）鉄
道
建
設
期
成
同
盟
会
〜

児
童
デ
ザ
イ
ン
の
ヘ
ッ
ド

マ
ー
ク
、鉄
道
を
走
る

江
鉄
道
と
信
楽
高
原
鐵
道
の
ヘ
ッ

ド
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
募
集
で
、
貴

生
川
小
学
校
５
年
生
の
杉す

ぎ
や
ま山
桂け

い

さ
ん
の
作

品
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
募
集
は
、
県
内
小
学
５
、６
年
生
を

対
象
と
し
て
、
鉄
道
に
親
し
み
沿
線
地
域

の
マ
イ
レ
ー
ル
意
識
を
高
め
利
用
促
進
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
。
応
募
総
数
２
１
４
点
の
中
か
ら

杉
山
さ
ん
の
作
品
ほ
か
４
点
が
優
秀
作
品

に
選
ば
れ
２
月
28
日
に
近
江
鉄
道
の
八
日

市
駅
ホ
ー
ル
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
ん
な
電
車
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
を

イ
メ
ー
ジ

し
て
描
か

れ
た
こ
れ

ら
の
作
品

は
、
近
江

鉄
道
お
よ

び
信
楽
高

原
鐵
道
の

列
車
に
取

り
付
け
運

行
さ
れ
ま

し
た
。 近

内
５
地
域
に
は
、
文
化
、
芸
能
の
分
野
で
活

動
さ
れ
る
団
体
の
、
相
互
の
交
流
や
自
主
的

な
活
動
を
進
め
る
た
め
、
文
化
協
会
が
設
立
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

３
月
８
日
、
同
文
化
協
会
で
構
成
さ
れ
る
甲
賀
市

文
化
協
会
連
合
会
主
催
の
芸
能
祭
が
、
あ
い
こ
う
か

市
民
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
芸
能
祭
は
、
今
年
初
め
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、

こ
の
日
は
、
各
協
会
か
ら
３
団
体
ず
つ
15
団
体
が
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
市
内
全
域
の
文
化
、
芸
術
が
集

ま
っ
た
と
あ
っ
て
、
多
種
多
様
な
発
表
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
終
始
歓
声
や
拍
手
が
響
き
渡
る
芸
能
祭
と
な

り
ま
し
た
。

市

市内の文化、芸能が集合

～甲賀市文化協会連合会芸能祭～

▲さまざまなジャンルが発表されたステージ

びわこ京阪奈線（仮称）を実現しよう！
　びわこ京阪奈線は、米原から湖東、東近江および甲賀市を経由し、京都南部に至る
鉄道建設構想です。

▲甲南中学校の卒業証書授与式

▲優秀賞に選ばれたヘッドマークを前に杉山さん
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４
回
甲
賀
市
美
術
展
覧
会
が
２
月
28

日
か
ら
３
月
８
日
ま
で
、
あ
い
こ
う
か

市
民
ホ
ー
ル
と
碧
水
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

立
体
・
書
・
平
面
・
工
芸
・
写
真
の
５
部
門

に
、
市
内
外
か
ら
２
７
５
点
の
応
募
が
あ
り
、

審
査
に
よ
り
入
選
し
た
２
６
３
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
多
彩
な
作
品
が
館
内
を
彩
り
、
来

場
し
た
人
た
ち
は
、
時
が
た
つ
の
も
忘
れ
て
力

作
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
各
部
門
の
甲
賀
市

長
賞
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

25

地元の食材は地域の誇り

　農山漁村地域で育まれていたすばらしい技術や知
識を持った人を認定する「農の匠」、活力ある地域作り
のため、農業のあらゆる分野で活躍されています。
　農産加工、郷土料理の匠として活躍される福永昭子
さんは、地元
食材を使った
料理の開発や
講習など、地
元食材の普及
のため様々な
活動を展開さ
れています。
　「地元の食
材は安全で安心、そして地域の誇りです。そんな食材
の良さをもっと知ってもらいたいです。」と話す福永
さんの食育の活動は、約20年にも及びます。
　甲賀の貴重な食文化を継承する地域に根ざした料
理本として、平成４年から今までに５巻が発刊された
「ふるさと甲賀七彩(いろ)ものがたり」、地元食材の歴
史や栽培方法、レシピなどが詳しく書かれています。
福永さんは当初からこの本の編成に関わり、現在「ふ
るさと甲賀七彩ものがたり研究会」の会長でもありま
す。
　そのグループの活動として、３月には土山地域の保
育園児に、地元産のお茶、いちご、牛乳を使った「チャ
チャゼリー」をプレゼント、小さい時から地元の食材
に触れることは大切なことと、約15年前から続いて
います。
　農業以外の分野でも積極的にボランティア活動を
され、大忙しの毎日だそうですが、「いろんな方面で活
動するといろんな方と知り合いになることができま
す。人とのふれあいや相手の喜ぶ顔が私自身のパワー
になります。つらいと思ったら続きません、無理をし
ないで人とのふれあいを楽しんでいきたいです。」と
むしろ忙しい日々を楽しむ福永さん。忙しい日々はま
だまだ続きそうです。

GENKI na MACHIKADO

〜
第
４
回
甲
賀
市
美
術
展
覧
会
〜

多
彩
な
作
品
集
ま
る

第

農
の
匠

福ふ
く
な
が永 

昭あ

き

こ子
さ
ん

（
土
山
町
北
土
山
）

●
立
体　

渡わ
た
な
べ辺　

耕こ
う
ぞ
う造　
「
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ
」

●
書　
　

直な
お
い居　

姫く

み歩　
「
李
勝
原
詩
」

●
平
面　

望も
ち
づ
き月
冨ふ

み

こ

美
子　
「
ま
だ
か
な
あ
…
」

●
工
芸　

今い
ま
む
ら村
喜き

み

こ

美
子　
「
風
声
」

●
写
真　

廣ひ
ろ
た田　

良り
ょ
う
じ二　
「
立
ち
話
」

　

ま
た
、３
月
１
日
に
は
、立
体
部
門
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
自
然
の
素
材
で
作
ろ
う
！
」
を
開
催
、
12
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
立
体
部

門
の
実
行
委
員
の
指
導

の
も
と
、
木
の
枝
な
ど
を

使
っ
て
大
き
な
家
を
作

り
、
出
来
上
が
っ
た
作
品

は
期
間
中
ロ
ビ
ー
に
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

▲地元食材を使った料理講習で講師を務める福永さん

▲多くの力作が並んだ展示会場

　自主防災組織が行う防災活動に必要な施設や設備を
整備する「自主防災組織育成助成事業」に、甲南町の
下馬杉区が助成を受けました。
　この事業は、コミュニティの健全な発展と宝くじの
普及広報を目的に、宝くじの収益金の一部を助成され
るものです。
　下馬杉区の自主防災組織は今回の助成により、災害
時に対応できる資機材等を購入され、活動範囲を広げ
ておられます。今後も地域防災力の向上に積極的な活
動が期待されます。

災害に強い地域づくりを
～自主防災組織育成助成事業に甲南町下馬杉区～
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市
史
の
小
径

水
口
曳
山
祭
と
囃
子

― 

江
戸
時
代
の
賑
わ
い
を
今
に
伝
え
る 

―

　

水
口
神
社
の
祭
礼「
水
口
曳
山
祭
」

は
、甲
賀
地
域
唯
一
の
都
市
型
祭
礼
で

あ
り
、毎
年
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い

ま
す
。こ
こ
で
は
、水
口
曳
山
祭
の
歴

史
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

江
戸
時
代
は
各
地
の
町
場
で
山
・

鉾
・
屋
台
の
出
る
祭
礼
が
成
立
し
ま

し
た
が
、水
口
で
は
今
か
ら
3
0
0
年

ほ
ど
前
の
宝
永
年
間
に
、作
り
物
や
仮

装
、踊
り
な
ど
を
中
心
と
し
た
練ね

り

物も
の

の
行
列
が
祭
り
に
登
場
。そ
の
後

紆う
よ
き
ょ
く
せ
つ

余
曲
折
を
へ
て
、享き
ょ
う
ほ
う保
の
末
年
に
は

9
基
の「
山
鉾
」が
巡
行
し
、や
が
て
社

殿
状
の
外
観
を
も
っ
た
曳
山
に
発
展

し
、上
部
に
ダ
シ
を
飾
り
、賑
や
か
に

囃
子
を
奏
で
て
巡
行
す
る
姿
へ
と
整

備
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

豪
華
な
曳
山
を
見
所
の
第
一
と
す

れ
ば
、聞
き
所
の
第
一
は
曳
山
の
巡
行

を
囃は
や

す
水
口
囃
子
で
し
ょ
う
。「
東
の

秩
父
、西
の
水
口
」と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、日
本
を
代
表
す
る
祭
り
囃
子
と
し

て
、全
国
各
地
に
愛
好
者
を
持
つ
ほ
ど

に
な
り
ま
し
た
。そ
の
特
徴
は
曲
名
や

ノ
リ
の
よ
い
曲
調
に「
天
下
祭
」を
囃

し
た
江
戸
祭
り
囃
子
の
影
響
が
う
か

が
え
る
こ
と
で
、地
元
で
は
江
戸
詰
め

の
藩
士
が
神
田
囃
子
を
伝
え
た
と
す

る
由
緒
が
語
ら
れ
て
き
ま
し
た
。録
音

装
置
の
な
い
時
代
の
伝
習
に
は
人
を

介
す
る
ほ
か
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

傾
聴
す
べ
き
説
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

東
海
道
の
宿
場
町
と
し
て
の
繁
栄

と
、小
な
り
と
は
い
え
城
下
町
の
心
意

気
を
今
に
伝
え
る
祭
り
と
囃
子
。本
年

刊
行
の
第
六
巻
で
も
詳
し
く
解
説
さ

れ
ま
す
。

歴
史
文
化
財
課　

市
史
編
さ
ん
室

甲
南
庁
舎
３
階

☎
８
６-

８
０
７
５

 

８
６-

８
２
１
６

問
い
合
わ
せ

「教科書無償制度」に学ぶ

35
【
市
史
販
売
所
】

【
水
口
】
T
U
T
A
Y
A
さ
ん
ぽ
ー
ど
ー
・
ハ
タ
ヤ
書
店
・

山
川
書
店
・
山
田
書
店
・
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館
【
土
山
】

ウ
エ
ノ
・
新
名
神
土
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
案
内
所
・
土
山

歴
史
民
俗
資
料
館
【
甲
賀
】
か
ふ
か
生
涯
学
習
館
【
甲
南
】

W
I
N
G
甲
南
店
・
市
史
編
さ
ん
室
【
信
楽
】
大
宝
堂
谷

川
書
店
・
信
楽
中
央
公
民
館

　新学期、小・中学校をはじめ義務教育の学校では、教科書が
配布されます。子ども達は、新しくきれいな教科書を前に、期
待をふくらませていることでしょう。今では無償で配布され
ている教科書ですが40数年前までは、教科書は新学期を迎え
る前に各家庭でそろえることになっていました。今の教科書
無償制度はどのようにして始まったのでしょうか。
　実は、この制度は、被差別部落の人たちが中心となって取
り組まれた教科書無償を求める運動から始まりました。
　1961年(昭和36年）、高知のある被差別部落では、仕事に恵
まれず、母親たちの多くは、失業者対策事業に出て働いてい
ました。親たちは、毎年３月を迎えるのが辛かったそうです。
なぜなら、子どもたちに教科書を用意してやらなくてはなら
ないからです。教科書代を捻出することは、かなりの負担と
なっていました。
　その頃、母親たちは、学校の教師たちと差別についての学
習会をもっていました。その中で、憲法26条に「すべて国民
は、法律の定めるところにより、その保護する子女に普通教

育を受けさせる義務を負う。義務教育は、こ
れを無償とする」とあることを学びます。そ
こで母親たちは「教科書をタダにする会」を結成し、教科書の
無償化を訴えました。その活動は全国へ広がっていきます。
この運動には、被差別部落の人々をはじめ、運動を支持する
人々の熱い想いが込められていました。　
　やがて、国会でも大きな問題として取り上げられ、1963年
（昭和38年）２月に「義務教育諸学校の教科用図書の無償措置
に関する法津」が成立しました。この運動が基礎となり、教科
書無償が全国的に実現し、同和問題の解決に向けた取り組み
の成果が国民全体のものとなっていったのです。
　今では、ごく当たり前のように配布されている教科書です
が、そこには、一生懸命に運動した人がいたということを忘
れてはなりません。大切に使いたいものです。

（参考）全国解放教育研究改編　『部落解放教育資料集成10巻』

人権推進課  ☎ 65-0693   63-4582問い合わせ
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甲
賀
市
文
化
協
会

　
　
　

連
合
会
文
芸
欄

・
去こ

ぞ年
生
ま
れ
し
曽ひ

こ孫
は
笑
顔
に
愛
想
よ
し
わ
が
家
の
新
年
笑
顔
で
始
ま
る 

鈴
木　

貞
子

・
湧ゆ
う
す
い水
の
流
れ
る
鈴
鹿
の
山
肌
に
岩
か
が
み
の
花
ピ
ン
ク
に
彩
る 

大
野　

澄
子

・
楽
し
み
て
友
に
書
き
い
し
年
賀
状
老
い
て
今
年
は
苦
し
み
と
な
る 

渡
辺　

久
江

・
石
段
を
二
段
づ
つ
駈
け
走
る
子
等
我
れ
を
避
け
つ
つ
軽
く
登
り
ゆ
く 

竹
田　

貞
子

・
無
残
に
も
労
の
甲
斐
な
く
黒
豆
は
一
夜
の
う
ち
に
鹿
の
餌
食
に 

長　
　

悦
子

・
送
ら
れ
て
来
し
郵
便
を
開
き
見
る
保
険
証
一
枚
「
後
期
高
齢
者
」 

山
脇　

敦
子

・
背
に
負
ひ
し
ぬ
く
も
り
今
も
感
じ
ら
る
大
学
生
の
孫
見
る
度
に 

髙
尾　

し
げ

・
故ふ
る
さ
と里
を
唄
え
ば
浮
ぶ
祖
母
の
姿か
げ
い
も妹
ら
も
野
の
花
つ
み
し
里
山 

今
村　

寿
賀

・
葉
を
間
引
く
も
ん
ぺ
姿
の
亡は

は母
恋
し
会
え
る
気
が
す
る
た
そ
が
れ
時
は 

田
中
と
も
子

・
ゆ
ず
ら
ざ
る
狭
き
わ
が
性さ

が格
託か
こ

ち
つ
つ
一
日
省か
え

り
み
う
つ
う
つ
と
す
る 

安
楽　
　

忍

・
餅
を
む
す
湯
気
の
む
こ
う
に
孫こ

の
笑
顔
今
年
も
無
事
に
生
か
さ
る
を
祈
る 

徳
地
喜
代
子

・
冬
枯
れ
の
地
に
は
り
つ
き
て
凛
と
咲
き
生
命
守
れ
る
蒲た
ん
ぽ
ぽ

公
英
い
と
し 

田
代　

伸
子

・
七な
な
そ
じ

十
路
の
な
か
ば
を
迎
え
生
か
さ
る
る
こ
の
幸
せ
を
志
こ
こ
ろ
し
て
生
く 

上
村　

利
代

・
病
み
て
こ
そ
身
に
沁
む
生
命
暖
め
つ
鼓
動
打
つ
音
安
ら
ぎ
に
充
つ 

太
田
紀
久
子

・
毎
日
の
日
記
つ
け
れ
ば
そ
の
ま
ま
に
生
き
る
証
と
折
々
な
が
む 

田
中
の
ぶ
子

　4月、木々の若芽が伸び、道端に草花が咲き出し、野山
は春いっぱいです。春の花といえばサクラ。日本に咲く
サクラの仲間は、野生種は10種ほど、花を楽しむ栽培品
種は200種とも300種ともいわれます。市内にも多くの
桜の名所がありますが、どんなサクラが咲くのでしょう
か？
　公園や堤防に咲くサクラはほとんどソメイヨシノで、
野生種のエドヒガンとオオシマザクラを両親とする園
芸品種です。花が美しく成長も早いので、よく植えられ
ますが、病気に弱く、寿命は60年程度です。日本各地で樹
齢何百年の名木といわれるサクラはいずれも野生種の
エドヒガンかヤマザクラです。
　春の甲賀の山々を彩るサクラはヤマザクラです。花と
葉が同時に開き、葉芽も美しく、平安時代の古歌にも詠
まれたサクラです。ほかにも低木で、花も小型のキンキ
マメザクラ、4月下旬にはヤマザクラに似たカスミザク
ラが咲きます。

　子どもの森では、ヤマ
ザクラ、白花のオオシ
マザクラ、紅紫色の花
が美しい東北・北海
道などに多いオオヤ
マザクラ、ソメイヨシ
ノ、少し遅れてカスミ
ザクラの花が咲きます。
4月5日（日）の「子どもの森
を歩こう」では、サクラなど春の
花を見ながら歩きます。ご一緒に春を楽しみましょう。
　皆さんのご近所には、どんなサクラがありますか？

6日㈪、 13日㈪、 20日㈪、 27日㈪、30日㈭
4月の休園日

 みなくち子どもの森自然館
☎ 63-6712　  63-0466
問い合わせ

水
口
町
文
化
協
会

近所のサクラは何ザクラ？第1回

～身近な甲賀の自然から、興味深い話題を紹介します～

甲
～身近な甲賀の自然から、興味深い話題を紹介します～～身近な甲賀の自然から、興味深い話題を紹介します～～身近な甲賀の自然から、興味深い話題を紹介します～

甲甲賀 自自自然の
！見発

2009.4.115



こ 特派員のペー
うかまちかど

ジ
こうか
まちかど特派員

柚
ゆ ぐ ち

口美
み ゆ き

由紀

　

夢
を
追
い
続
け
て
い
る
お
じ
さ
ん
が
友
人
達
と

共
に
建
て
た
手
作
り
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
。
若
い
頃
か

ら
の
夢
で
あ
る
日
本
の
原
風
景
を
再
現
し
た
い
と

18
年
前
に
山
林
の
一
部
を
購
入
し
、
仲
間
と
始
め

ら
れ
ま
し
た
。
田
舎
が
大
好
き
で
体
を
使
う
こ
と

が
好
き
で
、
み
ん
な
と
ワ
イ
ワ
イ
や
り
な
が
ら
夢

の
実
現
へ
一
歩
ず
つ
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　

自
然
の
地
形
を
利
用
し
た
場
内
に
は
、
小
さ
な

入
口
か
ら
は
想
像
が
つ
か
な
い
ぐ
ら
い
の
い
ろ
い

ろ
な
建
物
が
並
び
ま
す
。
2
棟
あ
る
ロ
グ
ハ
ウ
ス

は
、
譲
っ
て
も
ら
っ
た
建
築
廃
材
な
ど
を
利
用
し

た
も
の
で
、
コ
ス
ト
は
ほ
と
ん
ど
か
か
っ
て
い
な

い
そ
う
で
す
。
1
号
棟
に
は
ス
タ
ジ
オ
が
あ
り
、

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
方
が
遠
く
か
ら
練
習
に
来

ら
れ
ま
す
。
大
自
然
の
中
で
音
の
心
配
も
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
奥
に
あ
る
2
号
棟
に
は
テ
ラ
ス
が
あ

り
、
そ
こ
か
ら
見
え
る
青
土
ダ
ム
は
ま
さ
に
絶
景
。

他
に
も
、
パ
ン
や
ピ
ザ
を
焼
く
石
釜
が
昨
年
完
成

し
、
誰
か
焼
い
て
く
だ
さ
る
方
を
探
し
て
お
ら
れ

た
り
、
露
天
風
呂
を
製
作
中
だ
っ
た
り
と
、
自
由

気
ま
ま
な
世
界
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

広
大
な
自
然
と
、
多
彩
な
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
あ
り
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る

青
土
ダ
ム
湖
周
辺
（
土
山
町
青
土
）。
特
に
こ
れ
か
ら
は
サ
ク
ラ
を
は
じ
め
、
多
く

の
草
花
が
咲
き
、
絶
好
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
ん
な
ダ
ム
湖
畔
に
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
手
作
り
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
が
あ
り
ま
す
。

青
土
ダ
ム
湖
畔
、

夢
を
追
う
お
じ
さ
ん
の
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

　

今
、
現
代
社
会
の
中
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
、

自
分
の
手
で
何
か
を
作
っ
た
り
、
自
然
と
触
れ

合
っ
た
り
す
る
穏
や
か
で
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活

を
取
り
戻
し
た
い
と
、
次
か
ら
次
へ
と
色
々
な

こ
と
を
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

野
菜
作
り
に
も
挑
戦
し
た
り
、
青
土
ダ
ム
を
見

な
が
ら
本
業
で
あ
る
カ
ッ
ト
が
出
来
た
ら
最
高

だ
と
夢
は
ふ
く
ら
み
ま
す

　

社
会
に
ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
方
や
自
然
の
中
で

ゆ
っ
た
り
と
何
か
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
お
ら

れ
る
方
は
一
度
立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
や
さ
し
そ
う
な
お
じ
さ
ん
が
笑
顔

で
迎
え
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

▲ログハウスを前に。製作者の中
なかむらてるお
村照夫さん

▲自然の木をそのまま利用したツリーハウス

▲青土ダムが見渡せるテラス

▲本格的な造りのログハウス内部
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平成21年度の住民税が決定するまでの間は、
介護保険料を仮に徴収します。
▶普通徴収の方：
　　納付書または口座振替で納める方

平成21年4月～6月の納付額は、平成20年度本算定
時の年額保険料の1/12相当額となります。

　　（例） 平成20年度が第3段階（年額27,720円）   
  であった場合   
  27,720÷12=2,310　端数処理にて   
  1か月あたり　2,300円となります
▶特別徴収の方：　   
　　受給年金から差し引かれる方

平成21年4・6・8月は平成21年2月に年金から差し
引かれた額と同額が差し引かれます。
ただし、平成21年2月に年金から介護保険料が差し
引かれていない方は平成21年4月からは普通徴収
となります。

平成21年
度

から

　介護保険制度が定着し、介護サービスの利用増が見込まれることから、介護保険事業計画の見直しに際し、
平成21年度から平成23年度までの介護保険料が変わります。
  なお、介護報酬引き上げ改定に伴う介護保険料の上昇分に対しては、急激な上昇を抑制するため、平成21年
度は全額、平成22年度は半額が国の交付金で賄われます。

保険料は忘れず納めましょう
　介護保険料を納めないでいると次のような措置がとられ
ます。
▶1年以上滞納すると…
　費用の全額を一旦自己負担し、申請により後で保険給付
（9割）が支払われます。
▶1年6か月以上滞納すると…
　費用の全額を負担し、申請後も保険給付費の一部、または
全部が差し止めとなったり、滞納保険料と差し引きされま
す。
▶2年以上滞納すると…
　利用者負担が1割から3割に引き上げられます。

普通徴収の方は、口座振替が便利です！
　保険料の納付には、納め忘れがない口座振替が便利です。
　口座振替依頼書に必要事項を記入、押印し、利用金融機関
に提出してください。  

■甲賀市の基準額　月額3,600円（年額43,200円）

新段階
（H21年度～）

旧段階
（H18年度～） 対　象　者 月額保険料（年額保険料）

平成21年度 平成22年度 平成23年度

第1段階 第1段階 生活保護受給者もしくは老齢福祉年金受給者であっ
て世帯全員が市民税非課税の場合

1,753 1,776 1,800 
(21,036) (21,312) (21,600)

第2段階 第2段階 世帯全員が市民税非課税で、合計所得金額と課税年金
収入の合計額が80万円以下の場合

1,753 1,776 1,800 
(21,036) (21,312) (21,600)

第3段階 第3段階 世帯全員が市民税非課税で、第2段階に該当しない場合
2,629 2,664 2,700 

(31,548) (31,968) (32,400)

第4段階 第4段階 世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民
税非課税の場合

3,506 3,552 3,600 
(42,072) (42,624) (43,200)

第5段階
第5段階

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が125万円
未満の場合

3,961 4,013 4,068 
(47,532) (48,156) (48,816)

第6段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が125万円
以上200万円未満の場合

4,382 4,440 4,500 
(52,584) (53,280) (54,000)

第７段階
第６段階

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が200万円
以上300万円未満の場合

5,259 5,328 5,400 
(63,108) (63,936) (64,800)

第８段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が300万円
以上500万円未満の場合

5,960 6,038 6,120 
(71,520) (72,456) (73,440)

第９段階 第７段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が500万円
以上の場合

7,012 7,104 7,200 
(84,144) (85,248) (86,400)

(単位：円）

問い合わせ 保健介護課  介護保険担当　☎ 65-0698　  63-4085

介護保険料を改正

2009.4.117



月日・曜 場　所 時　間

4/22
水

唐戸川集会所 9:30 ～ 9:40
里山かむら交流館 9:55 ～ 10:25
櫟野公民館 10:35 ～ 10:50
油日会館 11:00 ～ 11:30
五反田公民館 11:40 ～ 11:55
草の根ハウス高嶺会館 13:30 ～ 13:45
和田公民館 13:55 ～ 14:10
JA 油日支所 14:20 ～ 14:50
毛枚公民館 15:00 ～ 15:10
滝会館 15:20 ～ 15:50

4/23
木

甲賀木彩館（岩室） 9:30 ～ 9:45
小佐治公民館 10:00 ～ 10:30

月日・曜 場　所 時　間

4/20
月

多羅尾公民館 9:10～ 9:40
小川会館 10:00～ 10:30
小川出公民館 10:40～ 11:00
西集会所 11:20～ 11:40
杉山公民館 13:10～ 13:30
しがらきニュータウン区民会館 13:40～ 14:00
中野公民館 14:10～ 14:30
柞原会館 14:40～ 15:00

4/21
火

宮尻生活改善センター 9:10～ 9:30
下朝宮老人憩の家 9:50～ 10:10
朝宮緑地センター 10:20～ 10:40
畑公民館 11:00～ 11:10
田代バス停 11:30～ 11:40
神山福祉会館 13:20～ 14:00
江田福祉会館 14:10～ 14:50

4/24
金

宮町多目的集会施設 9:00～ 9:20
黄瀬交流館 9:30～ 9:50
雲井活性化センター 10:00～ 10:30
勅旨会館 10:40～ 11:10
草の根ハウス丸岡会館 11:30～ 11:50
二本丸会館 13:10～ 13:40
栗林会館 13:50～ 14:20
開発センター横駐車場 14:30～ 15:20

月日・曜 場　所 時　間

5/20
水

多羅尾公民館 9:10～ 9:30
小川会館 9:50～ 10:00
小川出公民館 10:10～ 10:20
神山福祉会館 10:30～ 10:50
江田福祉会館 11:00～ 11:20
西集会所 11:40～ 11:50
杉山公民館 13:10～ 13:20
しがらきニュータウン区民会館 13:30～ 13:40
中野公民館 13:50～ 14:00
柞原会館 14:10～ 14:20
開発センター横駐車場 14:40～ 15:10

5/21
木

宮町多目的集会施設 9:10～ 9:20
黄瀬交流館 9:30～ 9:40
雲井活性化センター 9:50～ 10:00
勅旨会館 10:10～ 10:20
草の根ハウス丸岡会館 10:30～ 10:40
田代バス停 11:10～ 11:20
畑公民館 11:40～ 11:50
宮尻生活改善センター 13:20～ 13:30
下朝宮老人憩の家 13:50～ 14:10
朝宮緑地センター 14:20～ 14:40

市では、（社）滋賀県獣医師会に狂犬病予防注射済票の交付及び犬の鑑札の交付を委託しています。

甲賀ペットクリニック

かたおか動物病院

甲南動物病院

鹿深獣医科病院

安井動物病院

甲賀すずき動物病院

みなくち城南動物病院

いなば動物病院

住
す み だ

田 　明
あきら

片
かたおか

岡 久
ひ さ と

人

南
みなみ

　 信
の ぶ こ

子

西
にしざわ

澤 嘉
よ し と

人

安
や す い

井 圀
くにひこ

彦

鈴
す ず き

木 敏
としゆき

之

垣
かきひら

平 一
い つ き

磯

稲
い な ば

葉 友
ともひろ

広

予防注射実施獣医師（湖南市・甲賀市区域）

月日・曜 場　所 時　間

4/23
木

神保公民館 10:40 ～ 10:55
隠岐公民館 11:05 ～ 11:20
高野公民館 11:35 ～ 11:50
大久保公民館 13:00 ～ 13:30
相模教育集会所 13:40 ～ 14:10

5/22
金

里山かむら交流館 9:30 ～ 9:45
大久保公民館 10:00 ～ 10:15
老人福祉センター佐山荘 10:30 ～ 10:40
JA 油日支所 10:55 ～ 11:15
相模教育集会所 11:25 ～ 11:40

生活環境課 環境政策担当　　☎65-0691　FAX63-4582
各支所地域窓口課■土山支所☎66-1101　FAX66-1564

■甲賀支所☎88-4101　FAX88-3104
■甲南支所☎86-4161　FAX86-8029
■信楽支所☎82-1121　FAX82-3415

問い合わせ

信楽町

甲賀町

●犬の登録カード（愛犬カード）
●「狂犬病予防注射のお知らせ」ハガキ
●予防注射手数料（3,200円）

※新規登録の場合は、登録料（3,000円）が
別途必要です。

※生後90日以内の犬や妊娠中又は、出産後
間もない犬は接種できません。

持 ち 物
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月日・曜 場　所 時　間

4/15

水

鮎河公民館 9:00～ 9:10
黒滝公民館 9:25～ 9:35
山内公民館 9:45～ 10:00
猪鼻浄福寺 10:10～ 10:20
土山中央公民館 10:35～ 11:00
開発センター 11:10～ 11:40
清和会館 11:50～ 12:00
ＪＡ土山支所 13:10～ 13:40
市場公民館 13:50～ 14:05
今宿公民館 14:20～ 14:35
大野公民館 14:45～ 15:05

4/17

金

大河原集会センター 9:30～ 9:40
笹路公民館 9:55～ 10:00
山女原公民館 10:10～ 10:25
山中公民館 10:40～ 10:55
あずま会館 11:05～ 11:20
北芝集会所 11:30～ 11:50
東瀬音集会所 13:20～ 13:30
頓宮公民館 13:40～ 13:55
前野公民館 14:05～ 14:20
片山公民館 14:30～ 14:40
梅田会館 14:50～ 14:55

5/14

木

大野公民館 9:15～ 9:30
開発センター 9:45～ 10:05
山内公民館 10:20～ 10:30
鮎河公民館 10:45～ 10:55

月日・曜 場　所 時　間

4/10
金

虫生野会館 9:10～ 9:50
三本柳公民館 10:10～ 10:25
三大寺公民館 10:45～ 11:20
山上公民館 13:05～ 13:20
牛飼公民館 13:40～ 14:10
北内貴山尾館 14:30～ 15:00
宇川会館 15:20～ 15:45

4/13
月

名坂公民館 9:20～ 9:45
東部コミュニティセンター 10:05～ 11:00
春日公民館 13:10～ 13:40
広野台東区集会所 14:00～ 14:25
広野台西区集会所 14:40～ 15:00

4/14
火

柏木公民館 9:30～ 10:00
中央公民館（裏）駐車場（雨天時は正面玄関） 10:20～ 11:00
北部コミュニティセンター 13:10～ 13:30

狂犬病予防注射のお知らせ
月日・曜 場　所 時　間

4/14
火

今郷公民館 13:45～ 14:00
嶬峨草の根集会所 14:10～ 14:20
和野草の根集会所 14:30～ 14:40

4/16
木

泉消防団車庫 9:30～ 9:45
宇田公民館 10:00～ 10:15
市役所水口庁舎駐車場（奥） 10:30～ 11:00
松尾団地集会所 13:05～ 13:20
第４水口台集会所 13:40～ 14:20
第３水口台集会所 14:35～ 15:00

5/13
水

市役所水口庁舎駐車場（奥） 9:20～ 10:20
貴生川公民館 10:40～ 11:00
岩上公民館 13:05～ 13:40
山集会所 14:05～ 14:30
伴谷公民館 14:45～ 15:10

月日・曜 場　所 時　間

4/14
火

寺庄公民館 9:10～ 9:30
池田コミュニティセンタ－ 9:40～ 10:00
ＪＡ宮支所倉庫跡 10:10～ 10:25
柑子公民館 10:35～ 10:50
ニュ－ポリスＡゲ－トボ－ル場前 11:10～ 11:30
ニュ－ポリスＢ公民館 13:15～ 13:35
耕心区公民館 13:45～ 14:05
かえで会館 14:15～ 14:30
市役所甲南庁舎 14:40～ 15:00

4/15
水

希望ケ丘（本町）自治会館 9:10～ 10:10
甲賀市希望ヶ丘防災
コミュニティセンター駐車場 10:20～ 11:20

市原倉庫 11:35～ 11:45
杉谷公民館 13:10～ 13:30
市之瀬公民館 13:40～ 13:50
新田公民館 14:00～ 14:10
下磯尾公民館 14:20～ 14:35
竜法師公民館 14:45～ 15:05
市役所甲南庁舎 15:15～ 15:30

5/20
水

寺庄公民館 9:10～ 9:30
池田コミュニティセンタ－ 9:40～ 10:00
竜法師公民館 10:10～ 10:30
杉谷公民館 10:40～ 11:00
耕心区公民館 11:15～ 11:35
希望ケ丘（本町）自治会館 13:15～ 13:45

甲賀市希望ケ丘防災
コミュニティセンター駐車場 13:55～ 14:25

市役所甲南庁舎 14:35～ 15:00

水口町

土山町
甲南町
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市
営
駐
車
場
の
利
用
者
募
集

受
付
期
間　
４
月
１
日（
水
）〜
15
日（
水
）

（
土・日・祝
を
除
く
９
時
〜
17
時
）

使
用
開
始
日　

５
月
１
日（
金
）

●
甲
賀
駅
南
駐
車
場　
５
区
画
（
う
ち

軽
自
動
車
４
区
画
）

３
、０
０
０
円
／
月

※
申
し
込
み
の
際
は
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。（
申
込
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。）

 
 

生
活
環
境
課　

生
活
交
通
担
当

☎
６
５
ー
０
６
８
６　

６
３
ー
４
５
８
２

●
油
日
駅
前
駐
車
場

３
、０
０
０
円
／
月

 
 

油
日
駅
を
守
る
会

 

☎
８
８
ー
５
８
７
９

●
甲
南
駅
前
駐
輪
場

自
転
車　
１
、５
０
０
円
／
月

原　
付　
１
、８
０
０
円
／
月

 
 

甲
南
駅
前
駐
輪
場

 

☎
８
６
ー
０
５
９
０

（
受
付
時
間
／
６
時
15
分
〜
９
時
15
分
、

13
時
〜
14
時
、
18
時
30
分
〜
20
時
30
分
）

第
18
回
鈴
鹿
馬
子
唄
全
国
大
会

出
場
者
募
集

大
会
開
催
日　
６
月
21
日（
日
）

場
所　

あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル

出
場
資
格　
プ
ロ
・
ア
マ
問
わ
ず
誰
で

も
参
加
可
（
た
だ
し
、
過
去
に
優
勝
さ

れ
た
方
は
出
場
不
可
）

申
込
締
切　

５
月
８
日（
金
）

参
加
費　

一
般
の
部　
２
、５
０
０
円

　
（
先
着
２
０
０
名
）

少
年
・
少
女
の
部　
無
料

　
（
中
学
生
以
下
、
先
着
50
名
）

 
 

あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル

☎
６
６
ー
１
６
０
２　

６
６
ー
１
６
０
３

サ
ン
ト
ピ
ア
春
の
教
室
受
講
生

募
集

̶
 

教
室
名 ̶

●
英
会
話　
（
10
名
）２
、７
０
０
円

　
４
月
15
日
〜
７
月
15
日

　
水
曜
日
全
12
回（
19
時
〜
21
時
）

●
料
理　
（
20
名
）９
、２
０
０
円

　
４
月
17
日
〜
７
月
３
日

　
金
曜
日
全
12
回（
19
時
〜
21
時
）

●
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス　
（
50
名
）２
、０
０
０
円

　
４
月
16
日
〜
７
月
９
日

　
木
曜
日
全
12
回（
18
時
45
分
〜
19
時
45
分
）

●
パ
ワ
ー
ヨ
ガ　
（
30
名
）１
、５
０
０
円

　
４
月
17
日
〜
７
月
３
日

　
金
曜
日
全
12
回（
18
時
45
分
〜
19
時
45
分
）

●
実
用
筆
ペ
ン　
（
10
名
）３
、０
０
０
円

　
４
月
15
日
〜
７
月
１
日

　
水
曜
日
全
10
回（
19
時
30
分
〜
21
時
）

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト　
（
10
名
）

　
１
５
、６
０
０
円

　
４
月
28
日
〜
７
月
７
日

　
火
曜
日
全
６
回（
19
時
〜
21
時
）

対
象　

４
月
１
日
現
在
で
15
歳
以
上
35

歳
以
下
の
方
（
中
高
生
は
除
く
）

募
集
人
員　
若
干
名

修
学
機
関　

デ
ザ
イ
ン
ま
た
は
窯
業
に
関

す
る
技
術
、
技
能
な
ど
を
養
成
す
る
機
関

貸
与
期
間　
２
年
以
内

貸
与
額　

月
額
10
万
円
を
限
度（
無
利
子
）

貸
与
条
件　

修
学
終
了
後
引
き
続
き
５
年

以
上
陶
業
関
連
事
業
所
に
就
業
し
よ
う
と

す
る
方
で
高
卒
ま
た
は
同
等
の
学
力
を
有

す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

募
集
締
切　

４
月
17
日（
金
）

資
金
返
還
、申
請
手
続
等
詳
し
く
は
左
記
ま
で

 
 

商
工
観
光
課

☎
６
５
ー
０
７
０
７　

６
３
ー
４
０
８
７

信
楽
中
学
校
室
内
温
水
プ
ー
ル

第
１
期
キ
ッ
ズ
水
泳
教
室
生
募
集

期
間　
４
月
21
日（
火
）〜
６
月
27
日（
土
）

（
各
ク
ラ
ス
10
回
）

対
象　

保
育
園
年
中
児
〜
小
学
校
６
年
生

受
講
料　

１
０
、０
０
０
円
（
保
険
別
途

６
０
０
円
）

募
集
期
間　

４
月
２
日（
木
）〜
15
日（
水
）

（
土・日
除
く
）

申
込
方
法　

受
講
料
持
参
の
上
、
信
楽

中
央
公
民
館
ま
で

※
募
集
コ
ー
ス
等
教
室
の
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
左
記
ま
で

 

信
楽
中
央
公
民
館

☎
８
２
ー
８
０
７
５　

８
２
ー
２
４
６
３

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
８
６
ー
８
０
２
３　

８
６
ー
８
３
８
０

申
込
方
法　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
窓
口

ま
で
直
接
申
込
（
電
話
、代
理
申
込
不
可
）

申
込
締
切　

４
月
８
日（
水
）

　
受
付
：
９
時
〜
21
時（
土
日
祝
除
く
）

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の
等
、詳
し
く
は

左
記
ま
で

 
 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎
６
３
ー
２
９
５
２　

６
３
ー
６
７
８
８

第
３
回
忍
者
の
里
山
ウ
ォ
ー
ク

参
加
者
募
集

日
時　
４
月
26
日（
日
）

10
時
〜
15
時
30
分（
雨
天
決
行
）

集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
甲
南
駅

コ
ー
ス　
甲
南
駅
出
発
↓
甲
賀
流
忍
術

屋
敷
↓
寺
庄
六
角
堂
↓
創
造
の
森
展
望

台
↓
創
造
の
森
駐
車
場（
昼
食
）↓
鳥
居

城
跡
↓
大
鳥
神
社
↓
多
聞
寺
↓
大
原
邸

↓
甲
賀
駅
解
散

参
加
費　

３
０
０
円（
保
険
料
・
資
料
代
）

（
希
望
者
の
み
甲
賀
流
忍
術
屋
敷
入
館
料

別
途
３
０
０
円
必
要
）

※
ず
り
ん
こ
米
を
使
用
し
た
お
弁
当
を

販
売
（
７
０
０
円
）、
希
望
者
は
参
加
予

約
時
に
申
込

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記

ま
で

主
催　

甲
賀
町
観
光
協
会
・
甲
南
町
観
光

協
会

 
 

甲
南
町
観
光
協
会

☎
／

６
０
ー
２
６
９
０

平
成
21
年
度
陶
業
後
継
者
育
成

修
学
資
金
貸
与
学
生
募
集

募　
　
　

集
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信
楽
中
央
病
院
診
療
体
制

変
更
の
お
知
ら
せ

４
月
１
日
か
ら
診
療
体
制
を
変
更
し
ま

す
。
変
更
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
毎
月
の
１
週
、
３
週
、
５
週
の
土
曜

日
の
診
察
を
休
診
し
ま
す
。

・
毎
週
月
曜
日
14
時
か
ら
の
多
羅
尾
出

張
所
の
診
療
を
、
金
曜
日
14
時
に
変

更
し
ま
す
。

・
整
形
外
科
外
来
の
火
曜
日
午
前
の
診

療
を
中
止
し
ま
す
。

・
新
し
く
禁
煙
外
来
診
療
を
、
月
曜
日

午
後
に
行
い
ま
す
。

そ
の
他
の
循
環
器
内
科
診
療
、
眼
科
診

療
、
整
形
外
科
診
療
（
金
曜
日
午
後
）

は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

 

信
楽
中
央
病
院
事
務
部

☎
８
２
ー
０
２
４
９　

８
２
ー
３
０
６
０

資
料
館
の
開
館
日
・
開
館
時
間

の
一
部
変
更

４
月
１
日
よ
り
次
の
施
設
の
開
館
日・時

間
が
変
わ
り
ま
す
。

開
館
日
の
変
更

●
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

休
館
日
／
木・金
曜
日
、年
末
年
始

●
水
口
城
資
料
館

休
館
日
／
木・金
曜
日
、年
末
年
始

開
館
時
間
の
変
更

●
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館

開
館
時
間
／
10
時
〜
17
時

 

歴
史
文
化
財
課

☎
８
６
ー
８
０
２
６　

８
６
ー
８
２
１
６

甲
南
中
央
運
動
公
園
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ハ
ウ
ス

初
回
使
用
者
講
習
会

日
時

４
月
18
日（
土
）９
時
30
分
〜

　
　
21
日（
火
）19
時
〜

５
月
16
日（
土
）９
時
30
分
〜

　
　
19
日（
火
）19
時
〜

６
月
16
日（
火
）19
時
〜

　
　
20
日（
土
）９
時
30
分
〜

火
曜
日
か
土
曜
日
の
ど
ち
ら
か
都
合
の

良
い
日
で
受
講
く
だ
さ
い
。

受
講
料　

５
０
０
円
（
要
事
前
申
込
）

 
 

甲
南
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
８
６
ー
６
９
７
１　

８
６
ー
６
９
８
４

携
帯
電
話
通
話
可
能
エ
リ
ア
の

拡
大
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
携
帯
電
話
の
通
話
エ
リ
ア
が

広
が
る
よ
う
積
極
的
に
働
き
か
け
て
お

り
、
次
の
地
域
で
携
帯
電
話
が
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ　
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ

土
山
地
域
黒
滝
、
笹
路
周
辺
・
甲
賀

地
域
高
嶺
周
辺
・
甲
南
地
域
稗
谷
周

辺
、
甲
南
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
パ
ー
ク
・

信
楽
地
域
畑
周
辺

●
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ　
ａ
ｕ

土
山
地
域
黒
川
、
鮎
河
、
大
河
原
周

辺
・
甲
南
地
域
磯
尾
周
辺
・
信
楽
地

域
多
羅
尾
周
辺

●
ソ
フ
ト
バ
ン
ク　
３
Ｇ

水
口
地
域
朝
日
が
丘
、
古
城
が
丘
、

新
町
１
〜
２
丁
目
お
よ
び
松
尾
、
八

坂
、
三
大
寺
の
一
部

（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
及
び
ａ
ｕ
は
２
年
以
内
に
販

売
さ
れ
た
新
し
い
機
種
に
対
応
）

※
現
在
携
帯
電
話
の
電
波
が
届
か
な
い

地
域
に
つ
い
て
は
整
備
の
要
望
を
し

て
い
ま
す
。

 

情
報
政
策
課

☎
８
６
ー
８
１
７
６　

８
６
ー
８
１
８
７

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
労
働

（
雇
用
、
賃
金
等
）
相
談

日
時　
４
月
８
日（
水
）14
時
〜
16
時

場
所　

水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

申
込　

電
話
で
予
約
受
付

※
労
働
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

 
 

商
工
観
光
課

☎
６
５
ー
０
７
１
０　

６
３
ー
４
０
８
７

平
成
21
年
度
固
定
資
産
税
評
価

額
の
縦
覧
に
つ
い
て

　

ご
自
分
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
が

適
正
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
た
め
、
縦

覧
帳
簿
に
て
他
の
土
地
・
家
屋
の
価
格

と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
縦
覧

で
き
る
人
は
、
市
内
に
土
地
・
家
屋
を

所
有
さ
れ
る
固
定
資
産
税
納
税
者
本
人

か
、
委
任
状
等
に
よ
り
委
任
を
受
け
た

人
に
限
り
ま
す
。）

日
時　
４
月
１
日（
水
）〜
６
月
１
日（
月
）

８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
日
祝
除
く
）

場
所　

市
役
所
水
口
庁
舎
税
務
課

（
ご
自
分
が
所
有
さ
れ
る
土
地
・
家
屋

の
評
価
額
は
各
支
所
で
も
閲
覧
で
き
ま

す
。）

※
縦
覧
さ
れ
る
時
は
、
運
転
免
許
証
や

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
（
５
月
中
旬

発
送
予
定
）
な
ど
、
本
人
と
確
認
で
き

る
も
の
及
び
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

 

税
務
課

☎
６
５
ー
０
６
８
０　

６
３
ー
４
５
７
４

１
日
社
会
保
険
相
談
所
の
開
設

日
時　
４
月
９
日（
木
）・５
月
14
日（
木
）・

６
月
11
日（
木
）・７
月
９
日（
木
）・８
月
13

日（
木
）・９
月
10
日（
木
）10
時
〜
16
時

（
予
約
制
、事
前
に
草
津
社
会
保
険
事
務
所

へ
申
込
）

場
所　

水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

中
会
議
室

持
ち
物　

年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
雇

用
保
険
証
ま
た
は
受
給
者
証
・
過
去
に

勤
務
し
た
会
社
等
の
職
歴
メ
モ
・
認
印

※
１
日
社
会
保
険
相
談
所
は
９
月
を

も
っ
て
終
了
さ
れ
ま
す
。

 

草
津
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
７
７
ー
５
６
７
ー
１
３
１
１

☎
０
７
７
ー
５
６
７
ー
１
３
８
３（
予
約
専
用
）

０
７
７
ー
５
６
２
ー
９
６
３
８

保
険
年
金
課

☎
６
５
ー
０
６
８
８

（
市
役
所
へ
は
予
約
申
込
で
き
ま
せ
ん
）

お　

知　

ら　

せ

2009.4.121



春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

４
月
６
日（
月
）〜
４
月
15
日（
水
）

運
動
の
重
点
項
目

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

 

県
土
木
交
通
部
交
通
政
策
課

☎
０
７
７
ー
５
２
８
ー
３
６
８
２

生
活
環
境
課

☎
６
５
ー
０
６
８
６　

６
３
ー
４
５
８
２

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

さ
く
や
鮎
河
さ
く
ら
ま
つ
り

　

̶
  

桜 

染 

展  ̶

期
間　
４
月
３
日（
金
）〜
４
月
28
日（
火
）

平
日
の
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
３
日
は
13
時
か
ら
展
示
）

場
所　
土
山
支
所
１
階
ロ
ビ
ー

内
容　
鮎
河
の
桜
の
写
真
や
、桜
染
め
し
た

シ
ョ
ー
ル・の
れ
ん・編
み
物
等
の
展
示

 

土
山
支
所

☎
６
６
ー
１
１
０
１　

６
６
ー
１
５
６
４

信
楽
高
原
鐵
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ツ
ア
ー

●
畑
の
都
し
だ
れ
桜
巡
り
ウ
ォ
ー
ク

期
日　
４
月
14
日（
火
）・16
日（
木
）・

18
日（
土
）

募
集
人
数　
各
日
１
０
０
名（
先
着
順
）

参
加
費　
１
人
に
つ
き
５
０
０
円
（
往

復
の
バ
ス
運
賃
と
し
て
別
途
５
０
０
円

必
要
）

●
信
楽
高
原
の
そ
ば
打
ち
体
験
＆
窯
元

散
策
ウ
ォ
ー
ク

期
日　
４
月
11
日（
土
）・５
月
９
日（
土
）・

６
月
13
日（
土
）

募
集
人
数　
各
日
50
名（
先
着
順
）

参
加
費　
１
人
に
つ
き
５
０
０
円
（
そ

ば
打
ち
体
験
料
５
０
０
円
は
別
途
負
担
）

●
信
楽
焼
の
陶
芸
教
室
と
窯
元
散
策

ウ
ォ
ー
ク

期
日　
４
月
25
日（
土
）・５
月
23
日（
土
）・

６
月
27
日（
土
）

募
集
人
数　
各
日
１
０
０
名（
先
着
順
）

参
加
費　
１
人
に
つ
き
５
０
０
円
（
作

陶
料
１
、５
０
０
円
は
別
途
負
担
）

集
合
場
所　
信
楽
高
原
鐵
道
信
楽
駅

申
込
締
切　
各
開
催
日
の
１
週
間
前

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記

ま
で

 
 　

信
楽
高
原
鐵
道（
株
）

☎
８
２
ー
４
３
６
６　

８
２
ー
３
３
２
３

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
を
歩
こ
う

「
春
の
い
ろ
い
ろ
な
花
」

日
時　
４
月
５
日（
日
）14
時
〜
１
時
間
程
度

集
合　

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館
前

内
容　

子
ど
も
の
森
園
内
で
春
の
花
を

観
察

※
事
前
申
込
不
要
、
野
外
を
歩
け
る
服
装
で

 

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎
６
３
ー
６
７
１
２　

６
３
ー
０
４
６
６

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森 

し
ぜ
ん
学
習
会

「
タ
ン
ポ
ポ
を
か
ん
さ
つ
し
よ

う
！
」

日
時　
４
月
19
日（
日
）10
時
〜
12
時

集
合
・
解
散　
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自

然
館
前（
雨
天
中
止
）

対
象　

子
ど
も
〜
大
人

定
員　

15
人

申
込
締
切　
４
月
17
日（
金
）

持
ち
物　

資
料
代
１
０
０
円

申
込
方
法　

参
加
者
全
員
の
氏
名・
住

所・年
齢
か
学
年・電
話
番
号
を
左
記
ま
で

 
 

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎
６
３
ー
６
７
１
２　

６
３
ー
０
４
６
６

夜
空
旅
人
（
天
体
観
望
会
）

「
輝
く
春
の
女
神
星
〜
お
と
め

座
と
ス
ピ
カ
〜
」

日
時　
４
月
11
日（
土
）

19
時
30
分
〜
21
時
30
分

場
所　
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

申
込　
電
話
に
て
左
記
ま
で（
先
着
25
名
）

※
天
侯
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

 
 

か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎
８
８
ー
４
１
０
０　

８
８
ー
５
０
５
５

水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森
へ
行
こ
う

●４月の催し

甲賀市民スタジアム

※時間は変更される場合があるため掲載していません

４日（土）
第26回全日本軟式野球大会（中学生）

５日（日）
甲賀シニアベースボールリーグ

11日（土）
第26回全日本軟式野球大会（中学生）

12・19・26日（日）
第53回高松宮杯全国軟式野球大会予選

多目的グラウンド
５日（日）

甲賀市・湖南市交流グラウンドゴルフ大会
12日（日）

関西サッカーリーグ（サッカー）
19日（日）

関西プリンスリーグ（サッカー）
25日（土）

県民体育大会予選グラウンドゴルフ大会
29日（水）

県クラブユース大会（サッカー）

催　
　
　

し

甲
賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▶

詳
し
く
は
こ
ち
ら
か
ら

　

http://w
w
w
.city.koka.shiga.jp/

お　

知　

ら　

せ
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世帯数 （－23）32，276

総　数 （－30）95，834 人

男 （＋  3）47，515 人

女 （－33）48，319 人

世帯

H21.2.28現在　※（　）内は前月比

編 集

後 記

このコーナーでは市内の

保育園、幼稚園、小中学校の

児童・生徒が描いた絵を順次

紹介していきます。

こうか

甲賀市の人口の推移

編 集集集

後後 記

このコーナーでは市内の

保育園

児
紹介していきます。

う

　水口曳山祭の取材では、それぞれの立場で祭への思
いを語っていただきました。
　その中で全員が同じようにお話されていたのが、世

代を越えてコミュニケーションが図れることが最大の魅力だとい
うこと。町のほぼ全員がはやしを演奏することができ、誰もがそ
の話題で盛り上がることができる。そんなジャンルは他にはない
のでは。
　小さな頃から当たり前のようにはやしを覚え、当たり前のよう
に伝えていく。そして何よりもすべての人がそれを楽しんでいる。
祭という地域に密着した伝統だからこそできる芸当、ここに市民
活動の原点を見たような気がしました。
　近年は、少子化による後継者の問題も深刻になりつつあるそう
ですが、地域のつながりと熱意できっと克服されることでしょう。
ち

　
　山

村　

明
日
香
さ
ん

「
サ
ー
カ
ス
の
ラ
イ
オ
ン
」

や
ま
む
ら

あ　

す　

か

甲
南
第
二
小
学
校　

３
年（
20
年
度
）

　
　一

宮　

真
人
さ
ん

「
う
ら
し
ま
た
ろ
う
」

い
ち
み
や

ま
こ
と

佐
山
小
学
校　

４
年（
20
年
度
）

　
　川

村　

周
平
さ
ん

「
イ
ノ
ザ
ブ
ロ
ウ
と

　
　

あ
た
ら
し
い
と
も
だ
ち
」

か
わ
む
ら

し
ゅ
う
へ
い

甲
南
第
一
小
学
校　

２
年（
20
年
度
）

▲土山SAの甲賀物産市に登場した甲南町観光協会制作の
　新キャラ「にんじゃえもん」（関連記事は9ページ）
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伝
統
が
織
り
成
す

　

勇
壮・華
麗
な
世
界

　
　

〜
水
口
曳
山
祭
〜

C O N T E N T S

　

市
の
組
織
を
再
編

　

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
お
知
ら
せ

　

元
気
な
ま
ち
か
ど

　
　
甲
賀
市
文
化
協
会
連
合
会
芸
能
祭
／
市
内
小
中
学
校
で
卒
業
式　

ほ
か

　
　
で
あ
い
こ
う
か
「
農
の
匠　

福
永
昭
子
さ
ん
」

　

こ
う
か
ま
ち
か
ど
特
派
員
の
ペ
ー
ジ

　

情
報
の
ま
ど

　

こ
う
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

市
の
組
織
を
再
編

　

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
お
知
ら
せ

　

元
気
な
ま
ち
か
ど

　
　
甲
賀
市
文
化
協
会
連
合
会
芸
能
祭
／
市
内
小
中
学
校
で
卒
業
式　

ほ
か

　
　
で
あ
い
こ
う
か
「
農
の
匠　

福
永
昭
子
さ
ん
」

　

こ
う
か
ま
ち
か
ど
特
派
員
の
ペ
ー
ジ

　

情
報
の
ま
ど

　

こ
う
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

市
の
組
織
を
再
編

　

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
お
知
ら
せ

　

元
気
な
ま
ち
か
ど

　
　
甲
賀
市
文
化
協
会
連
合
会
芸
能
祭
／
市
内
小
中
学
校
で
卒
業
式　

ほ
か

　
　
で
あ
い
こ
う
か
「
農
の
匠　

福
永
昭
子
さ
ん
」

　

こ
う
か
ま
ち
か
ど
特
派
員
の
ペ
ー
ジ

　

情
報
の
ま
ど

　

こ
う
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

市
の
組
織
を
再
編

　

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
お
知
ら
せ

　

元
気
な
ま
ち
か
ど

　
　
甲
賀
市
文
化
協
会
連
合
会
芸
能
祭
／
市
内
小
中
学
校
で
卒
業
式　

ほ
か

　
　
で
あ
い
こ
う
か
「
農
の
匠　

福
永
昭
子
さ
ん
」

　

こ
う
か
ま
ち
か
ど
特
派
員
の
ペ
ー
ジ

　

情
報
の
ま
ど

　

こ
う
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

162024 12 46


